
 

　
農
学
生
命
科
学
研
究
科
・
農
学
部
は
本
郷
キ
ャ
ン

パ
ス
の
北
側
に
位
置
す
る
弥
生
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
存

在
す
る
。
こ
の
地
に
は
昔
は
一
高
が
あ
っ
た
が
、
昭
和

十
年
駒
場
に
あ
っ
た
農
学
部
と
そ
っ
く
り
場
所
を
交
換

し
、
現
在
の
地
に
移
っ
て
き
た
。
以
前
は
、
弥
生
キ
ャ

ン
パ
ス
は
す
べ
て
が
農
学
部
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
地

震
研
究
所
、
分
子
細
胞
生
物
学
研
究
所
、
文
系
学
部

の
一
部
や
そ
の
他
の
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
決
し

て
広
く
は
な
い
が
、
農
学
部
の
教
育
と
研
究
の
一
部
と

し
て
重
要
な
実
験
圃
場
や
植
物
育
成
用
の
ガ
ラ
ス
室

が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
都
会
の
真
中
で
本
郷
キ
ャ
ン

パ
ス
と
は
違
う
心
の
安
ら
ぐ
風
景
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。 

　
昨
今
、
ク
ロ
ー
ン
動
物
、
狂
牛
病
、
遺
伝
子
組
み

換
え
作
物
、
病
原
性
大
腸
菌
Ｏ
ー
１
５
７
、
輸
入
農

水
産
物
の
薬
品
汚
染
な
ど
食
品
の
安
全
性
や
生
命
観

に
つ
い
て
の
話
題
に
は
事
欠
か
な
い
。
ま
た
一
方
で
、

古
く
か
ら
医
食
同
源
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
食

品
が
栄
養
以
外
に
ヒ
ト
の
体
を
調
節
す
る
機
能
を
も
つ

こ
と
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ

人
間
が
生
き
て
い
く
基
盤
を
な
す
部
分
で
農
学
は
深

く
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
生
命
科
学
そ
の

も
の
で
あ
り
、
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
・
農

学
部
の
教
育
と
研
究
は
生
命
科
学
に
基
盤
を
置
く
こ

と
か
ら
、
数
年
前
に
大
学
院
が
中
心
の
組
織
に
衣
替

え
す
る
時
、
現
在
の
名
称
に
変
更
し
た
。 

　
農
学
は
も
と
も
と
生
物
を
利
用
し
た
生
産
の
基
盤

を
支
え
る
学
問
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
農
・
林
・
水
・

畜
の
一
次
生
産
に
加
え
て
、
そ
の
二
次
的
な
加
工
利

用
も
含
め
た
非
常
に
幅
広
い
分
野
を
カ
バ
ー
し
て
き
た
。

本
研
究
科
は
農
業
経
済
や
行
政
分
野
ま
で
も
含
み
、

自
然
科
学
系
か
ら
社
会
科
学
系
ま
で
幅
広
い
専
門
分

野
の
集
合
体
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
地

球
上
の
陸
も
海
も
す
べ
て
が
農
学
の
研
究
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
り
、
国
際
的
な
視
点
か
ら
研
究
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
一
方
で
は
、
近
年
急
速
に
明
ら
か
に
な

り
つ
つ
あ
る
動
植
物
や
微
生
物
の
全
ゲ
ノ
ム
解
析
か
ら

得
ら
れ
る
膨
大
な
情
報
を
も
と
に
新
た
な
生
命
科
学

が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
、
従
来
か
ら
の
生
命
科
学
と
ド
ッ

キ
ン
グ
し
て
新
た
な
局
面
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
生
命
科
学
の
教
育
研

究
の
充
実
を
目
指
し
て
旧
来
の
八
専
攻
か
ら
新
た
に
二

つ
の
専
攻
（
応
用
生
命
化
学
専
攻
、
応
用
動
物
科
学

専
攻
）
が
、
ま
た
特
に
ア
ジ
ア
に
お
け
る
生
物
生
産
と

環
境
の
保
全
を
目
指
し
た
農
学
国
際
専
攻
、
本
研
究

科
の
中
の
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
を
中
心
に
専
攻
横
断
型
の

生
圏
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
が
設
置
さ
れ
、
現
在
合
計
十

二
専
攻
か
ら
な
る
。
農
学
国
際
専
攻
で
は
大
学
院
修

士
課
程
の
院
生
は
一
定
期
間
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
出

向
い
て
研
究
す
る
こ
と
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
専
攻
を
中
心
と
し
て
副
専
攻
制
を
と
っ
て
お
り
、

も
う
一
つ
別
の
専
攻
で
学
習
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ

て
い
る
。
本
研
究
科
で
は
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
一
七
○

〜
二
○
○
○
○
名
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア

諸
国
の
教
育
研
究
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
貢
献
し
て
い
る
。 

　
本
研
究
科
の
特
徴
の
一
つ
は
、
現
場
教
育
と
フ
ィ
ー

ル
ド
研
究
の
た
め
に
全
国
各
地
に
附
属
施
設
を
有
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
北
海
道
富
良
野
、
千
葉
、
秩
父
、

富
士
、
愛
知
に
広
大
な
面
積
の
演
習
林
を
も
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
農
場
、
牧
場
、
緑
地
実
験
所
、
水
産
実
験

所
な
ど
も
実
習
や
研
究
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。 

　
産
業
界
と
の
つ
な
が
り
は
単
に
卒
業
生
を
輩
出
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
食
品
分
野
で
五
年
前
か
ら
明
治
乳
業

株
式
会
社
に
よ
る
寄
付
講
座
が
開
設
さ
れ
、
昨
年
は
バ

イ
オ
マ
ス
の
循
環
型
利
用
を
目
指
し
て
生
産
技
術
研
究

所
と
の
共
同
で
株
式
会
社
荏
原
製
作
所
の
寄
付
講
座
が

新
た
に
開
設
さ
れ
た
。
農
学
部
正
門
の
す
ぐ
右
手
に
は

一
条
工
務
店
の
寄
付
に
よ
る
総
木
造
の
弥
生
講
堂
が
三

年
前
に
建
て
ら
れ
た
。
約
三
○
○
○
○
人
を
収
容
で
き
る
ホ

ー
ル
は
学
内
、
学
外
関
係
者
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

　
「
二
一
世
紀
は
農
学
の
時
代
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

人
口
の
増
加
に
よ
る
食
糧
不
足
や
環
境
の
悪
化
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
が
、
間
近
に
迫
っ
て
い
る
こ
の
世
界
的
レ

ベ
ル
の
問
題
に
対
し
て
農
学
へ
の
期
待
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
き
、
本
研
究
科
は
そ
の
責

任
の
重
さ
を
感
じ
、
農
学
で
培
わ
れ
て
き
た
知
恵
を

大
い
に
活
用
し
て
、
こ
の
重
役
を
果
た
す
た
め
の
教
育

と
研
究
に
一
層
の
努
力
を
傾
け
る
所
存
で
あ
る
。 

○

○

○

○
○

○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○

低ホウ素濃度で栽培したシロイヌナズナ（左）では葉の展開が著し
く抑制されているが、ホウ素濃度の高い水耕液で育てると野生型と
同様に育つ。この変異株の原因遺伝子として、生物界で初めての
ホウ素トランスポーターが同定された（三輪京子、藤原徹提供） 

イセエビの幼生（フィロゾーマ） 
写真はふ化後３００日目、体長30mmの個体。外洋で浮遊生活を送
る。親と同じ姿形の稚エビになるまでに約1年間を要す 

ヤマモモの実（田無試験地） 
常緑の高木で暖地の照葉樹林に多く見られ、庭園・公園樹としても
よく植えられる。初夏に熟す直径2cm程の赤い果実は甘酸っぱく、
生食の他、砂糖漬け、ジャムなどにする 

教育・研究の現場から 

　農学生命科学研究科・農学部は本郷キャンパスの北側に位置する弥生キャンパスの中に存在する。 
この地には昔は一高があったが、昭和１０年駒場にあった農学部とそっくり場所を交換し、現在の地に移ってきた。 

 大学院農学生命科学研究科・農学部 
Graduate School of Agricultural and Life Sciences / Faculty of Agriculture 

 
長澤　寛道 

大学院農学生命科学研究科・農学部　教授 

http://www.a.u-tokyo.ac.jp/index.html/
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○

○
○

○
○

三条西実隆像紙形 
レオナルド・ダ・ヴィンチのデッサンを想う。三条西実
隆 (1455‐1537) が 1501年に絵師土佐光信に描か
せたもの。実隆は室町後期の公卿、当代一流の文人。
日記 ｢実隆公記｣ (重要文化財 )と共に本所所蔵 

『南島雑話』(国宝島津家文書のうち) 
琉球の綱引きか？　実は、19世紀前葉頃の奄美大島の情景 

1千冊の史料集 
百年間に編纂・刊行してきた日本前近代史の基幹史料集 

一
三
○ 

 

　
史
料
編
さ
ん
所
は
、
日
本
史
に
関
す
る
史
料
の
研
究
、

編
纂
及
び
出
版
を
行
う
研
究
所
で
す
。
一
八
六
九
年
の

史
料
編
輯
事
業
開
始
か
ら
一
三
○
年
余
、
一
九
○
一
年

の
『
大
日
本
史
料
』
等
発
刊
か
ら
百
年
余
、
古
代
か
ら

明
治
維
新
期
に
至
る
国
内
外
に
残
る
各
種
史
料
を
蒐
集

し
、
史
料
研
究
を
通
じ
て
、
日
本
史
研
究
の
基
幹
史
料

集
を
編
纂
、
出
版
し
て
き
ま
し
た
。
二
○
○
○
○
一
年
に
は
、

史
料
集
発
刊
百
年
を
記
念
し
て
、
東
京
国
立
博
物
館
と

共
催
の
特
別
展
「
時
を
超
え
て
語
る
も
の
」
、
史
料
集
編

纂
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｢

歴
史
学
と
史
料
研
究｣
、
『
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
史
史
料
集
』
刊
行
を
行
い
ま
し
た
。 

 

一
○
○
○

○
○
○ 

 

　
史
料
の
研
究
と
編
纂
の
基
礎
は
史
料
の
調
査
・
蒐
集

で
す
。
百
年
以
上
に
わ
た
り
、
全
国
の
史
料
の
複
本
を

蒐
集
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
二
○
○
○
○
二
年
に
国
宝
に
指

定
さ
れ
た
島
津
家
文
書
な
ど
、
貴
重
な
史
料
原
本
も
多

数
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
『
大
日
本
史
料
』
『
大

日
本
古
文
書
』
『
大
日
本
古
記
録
』
『
大
日
本
近
世
史

料
』
『
大
日
本
維
新
史
料
』
『
日
本
関
係
海
外
史
料
』
『
幕

末
外
国
関
係
文
書
』
『
花
押
か
が
み
』
『
日
本
荘
園
絵
図

聚
影
』
『
正
倉
院
文
書
目
録
』
な
ど
、
約
一
千
冊
の
史

料
集
を
刊
行
し
て
き
ま
し
た
。 

 

史
料
学 

 

　
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
日
本
文
化
研
究
専
攻
・

文
化
資
源
学
専
攻
で
史
料
学
の
教
育
を
行
い
、
大
学
院

情
報
学
環
の
歴
史
情
報
論
に
も
教
官
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
大
学
か
ら
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
や
国

内
研
究
員
を
受
け
入
れ
、
若
手
研
究
者
の
養
成
と
学
術

資
産
の
共
同
利
用
・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
欧
米
・
ア

ジ
ア
諸
国
の
研
究
者
・
大
学
院
学
生
を
外
国
人
研
究
員

と
し
て
多
数
迎
え
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
国
際

研
究
集
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
附
属
施
設
「
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
肖

像
画
・
絵
巻
物
・
荘
園
絵
図
な
ど
の
絵
画
史
料
、
錦
絵
・

古
写
真
な
ど
の
画
像
史
料
の
蒐
集
と
分
析
を
進
め
、
歴

史
学
に
お
け
る
新
分
野
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
一
六
世
紀
以
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
東
ア
ジ
ア
進
出
、

鎖
国
と
開
国
な
ど
の
歴
史
を
明
か
に
し
て
世
界
史
の
中
に

日
本
を
位
置
付
け
る
た
め
に
、
一
九
世
紀
末
以
来
、
欧

米
諸
国
の
日
本
関
係
史
料
の
調
査
・
蒐
集
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
近
年
は
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
や
ロ
シ
ア
の
関
係
機
関

と
の
交
流
を
深
め
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
前
近
代
日
本
関
係

史
料
の
調
査
・
蒐
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
二
○
○
○

○
○
○

年
に
は
、
大
韓
民
国
の
國
史
編
纂
委
員
會
と
学
術
交
流

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

　
史
料
保
存
技
術
室
で
は
、
伝
統
的
・
創
造
的
な
史
料

写
真
撮
影
・
絵
画
模
写
・
文
書
影
写
と
史
料
の
修
補
修

復
の
技
術
に
よ
り
、
貴
重
な
文
化
資
産
を
保
存
し
、
研

究
に
利
用
す
る
た
め
の
仕
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
組
織
は
全
国
で
も
珍
し
い
も
の
で
す
。 

 

三
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○ 

 

　
大
量
の
史
料
・
史
料
集
の
高
度
利
用
の
た
め
に
歴
史

情
報
研
究
を
推
進
し
、
多
数
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
は
画
像
フ
ァ
イ
ル
と
レ
コ
ー
ド
を
合
わ

せ
て
約
三
百
万
件
で
す
。
歴
史
情
報
研
究
拠
点
構
築
の

た
め
に
、
文
部
科
学
省
中
核
的
研
究
拠
点
形
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
前
近
代
日
本
史
料
の
構
造
と
情
報
資
源
化
の
研
究
」

（
平
成
一
二
〜
一
六
年
度
。
前
近
代
日
本
の
史
料
遺
産
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

 

一
六
○
○
○

○
○
○ 

 

　
図
書
室
で
は
、
大
量
の
史
料
を
、
国
内
外
の
学
界
、

研
究
者
・
学
生
、
国
民
に
共
有
の
文
化
資
産
と
し
て
活

用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
公
開
を
進
め
て
い
ま
す
。
所
外

利
用
は
年
間
約
一
万
六
千
出
納
回
数
に
及
び
ま
す
。 

 

三 
 

　
私
達
は
、
三
つ
目
の
世
紀
を
迎
え
、
心
も
新
た
に
、
学

界
と
社
会
に
開
か
れ
た
研
究
所
と
し
て
の
発
展
を
目
指
し

て
い
ま
す
。 

  

　
赤
門
を
入
っ
て
す
ぐ
左
、
総
合
図
書
館
と
教
育
学
部
の
間
の

建
物
で
す
。 

　
赤
門
の
右
手
の
蔦
の
絡
ま
る
赤
レ
ン
ガ
棟
は
、
九
○
年
前
に
建

て
ら
れ
た
建
築
史
上
貴
重
な
書
庫
で
す
。 

史料編さん所 
Historiographical Institute 

 
石上　英一 

史料編さん所　所長 

http://www.hi.u-tokyo.ac.jp/index-j.html

史料編さん所は、日本史に関する史料の研究、編纂及び出版を行う研究所です。 
１８６９年の史料編輯事業開始から１３０年余、１９０１年の『大日本史料』等発刊から１００年余、 

古代から明治維新期に至る国内外に残る各種史料を蒐集し、史料研究を通じて、 
日本史研究の基幹史料集を編纂、出版してきました。 
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